
昨年の総会



松 翠 会第8号

2位　加藤　治雄 　84　72.00
3位　新見　勝矢　 90　72．00
4位　山田　 勝　 98　72．80
5位　井上　守政　 　94　73．60

　85　ネット71.80

（アウトスタート） 加藤治雄、川本武光、加藤　収、中條康延
（インスタート） 大津堅悟、川本　徹、加藤次郎、豊田正則

 第8回 松翠会杯　ゴルフコンペ

“ 一握りの土から 魅力ある焼きものづくり 燃やす情熱！！ ”

発行　瀬戸高等学校松翠会・広報部会（鈴木巧・山川一年・藤井太平・山田治義・古井景・加納明彦・伊里智也・水野良一・大津恭子）

優勝した加藤　次郎さん

　第８回松翠会杯のゴルフコンペ
が、晴天に恵まれたなか開催されま
した。参加資格は満６０歳以上のシ
ニアで、全２６組・男女９１人がプレ
ーを楽しんだ。
　優勝者は、加藤次郎さん（高校１
６回生）で、ベスグロ賞は、男性は
豊田正則さんの８１、女性は川原春
子さんの９７でした。

（平成25年5月9日 品野台カントリークラブ）

優勝　優勝　加藤　次郎

　前川電光先生は言わずと知られた、「手捻りの狛犬づくり」に情熱を傾けておられる陶芸家。この前川先生が、
第１回瀬戸・藤四郎トリエンナーレで、審査員特別賞を受賞されました。このトリエンナーレでは、瀬戸市内の陶土
採掘場で自ら土を採取し、自ら粘土をつくり、自らその粘土で制作する、同じ素材で競う公募展です。全国から１１
７人もの方の出品があり、前川先生は、「狛犬一対」の作品で審査員特別賞を受賞されました。
　取材で訪問すると前川先生は、いつもどおりバンダナを額に巻いて、いつもどおりにこやかに出迎えていただけ
ました。早速に、瀬戸高校を出て陶芸家とは以外ですね、とお尋ねしてみました。「卒業後に民間会社に就職して
デザインや原型の仕事をしていたが、作陶に打ち込みたくてこの道に入りましたわ。」と。高校時代は、「加藤時子
先生の指導で、美術クラブで楽しく学生時代を過ごしたよ。」そして、「俺は真面目学生で生粋の硬派だったよ」
と、照れくさそうに語っていただけました。
　これまでの長い作陶生活での印象深い事は、と尋ねしたところ、「米国のスミソニアンで、その後に国務長官に
なったコンドリーザ・ライスさんに手捻り実演を披露させてもらったこと。ＪＩＣ
Ａの派遣で、チュニジアのナブール訓練センターに２年間滞在し、同窓生の深見

昭司氏と陶芸指導に行ったことが懐かしいな
～」と、感慨深く語られました。
　前川先生は、イベントなどでの狛犬づくり実
演の折に、ずっとおしゃべりされながら作陶さ
れますね、とお尋ねすると、「おしゃべりしなが
らの方が手が上手く動くんだよ」と。絶妙なト
ークでも人を引きつける魅力をお持ちの前川先
生でした。

前川　電光さん（瀬戸高校11回生）

1959年　瀬戸高校卒業
1968年   瀬戸市民展（陶彫）市長賞
1974年　民間会社での勤務を終え、龍山窯を創設
1994年   瀬戸少年院陶壁「生命」建立
2002年   米国ｽﾐｿﾆｱﾝ ﾌｫｰｸﾗｲﾌ ｼﾙｸﾛｰﾄﾞ ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ　手捻り実演
2003年   チュニジア　ナブール市訓練センターで陶芸指導(～2005年)
2013年　第１回瀬戸・藤四郎トリエンナーレ 審査員特別賞

ニアピン賞

略　歴

お知らせ

陶芸家　赤津龍山窯

第１回瀬戸・藤四郎トリエンナーレ 審査員特別賞
「狛犬一対」　幅44cm×奥行28cm×高さ53cm

☆瀬戸高等学校創立九十周年　記念事業
① “創立九十周年記念　講演会” ②“創立九十周年記念　永井陽子短歌賞募集”

　瀬戸高校出身の現代歌人・永井陽子さんをしのぶ短歌募集を企画し、広く作品を募集し
ます。卒業生の皆さんの投稿をお待ちしております。

講　師：山川 一年氏（高校１１回生）
演　題：瀬戸高校九十年のあゆみ　
　　　　同窓生の皆さん是非ご参加ください。

【テーマ】テーマの指定はありません。応募は１人１首です。
【応募方法】官製はがきに、作品、住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明記し、
　　　　　〒489-0988 瀬戸市東山町１－５ 瀬戸高等学校　
               短歌募集係へお送りください。
　　　　　メールの場合も、項目は同じで、seto90.tanka@gmail.comへ送信してください。
【投稿期限】平成２５年９月３０日必着

平成２５年１１月２１日　午後１時３０分から　高校体育館

　「これからも、土味豊かな作品を
つくるためには、いそがず、一つひ
とつ手づくりでの創作に取組んで
いくよ」との言葉に、“一握りの土か
ら　魅力ある焼きものづくり　燃や
す情熱“を多いに感じた前川電光
先生への取材でした。 　

〈取材後記〉〈取材後記〉


